
1980年兵庫県生まれ。熊本大学大
学院教育学研究科准教授。専門は
哲学、教育学。著書に『愛』（講談社）、
『学問としての教育学』（日本評論
社）など多数。光村図書 小・中学校
「道徳」教科書編集委員。

苫野一徳 とまの いっとく
1973年神奈川県生まれ。絵本
作家。絵本や児童書の挿絵、イ
ラストエッセイなど多方面で活
躍。光村図書からは絵本『なんだ
ろう なんだろう』、エッセイ『日々
臆測』を刊行。

ヨシタケシンスケ

「なんだろう なんだろう」 
と本質観取
苫野　哲学における「本質観取」って、
物事の本質を洞察して、みんなで言
葉にして編みあげていく行為なんで
す。ヨシタケさんの「なんだろう な
んだろう」を拝見したとき、いろい
ろな事例、具体例を挙げていって、
そこに共通するものから、「○○とは
こういうものだ」という、みんなが
納得できる言葉を見つけようとする
手順が、本質観取と全く同じだと思っ
たんです。
ヨシタケ　「なんだろう なんだろう」
をかくときに、僕の中でルールとし
て決めたのは、正解が一つだと誤解
されない表現を目ざすことだったん
です。例えば、「友達って大事だよね」
と言われても、結論がぼんやりして
しまって、「はあ」としか言えないん
ですよね。
苫野　そんなメッセージ、いらないで
すよね。
ヨシタケ　正解はこれだと言い切らず
揺らがせていくことと、苫野先生が
おっしゃっていたような「具体性」
を表現することがいちばん大事だと
思います。例えば「友達」みたいな
概念って、大人でも子どもでも、具
体的な出来事からでしか、抽出でき
ないはずなんです。
苫野　そうですよね。
ヨシタケ　絵と言葉で、「例えばこう
いうこと」というのを具体的に言わ
れて初めて、「俺だったらこうだな」っ

て頭が動きだす感覚になると思って
いるんです。
苫野　なるほど。
ヨシタケ　それを大事にしながら、「み
んな」など大きな主語を使わないこ
とや、「絵本に出てくる子たちにとっ
てはこれが大事なんだろうな」とい
うのを思ってもらえる、共感のような
ものを描かないと、ついてきてくれ
ないだろうなと。おそらく、言葉で
本質に迫るということの手順と、僕
の注意する部分とが、似ている気が
するんですよね。
苫野　そうですよね。その具体例が
本当におもしろいんです。すごく具
体的ですごく個別的なことを掘って
いくと、なぜか普遍に到達すること
がある。そこに子どもたちも「そうそ
う」ってうなずけると思うんですよ。
ヨシタケ　うれしいですね。

二つの問い
苫野　今回の対談、私は “わくわく”
ベースの問いをもって来たんです。
ヨシタケ　“ わくわく”ベースの問い
とは？
苫野　「問い」って、大きく二つの思
いから発生すると思っています。私
の場合、多いのは、不安。「なんでこ
んな苦しい思いをしなきゃいけない
んだ」といった、焦りからくる問い
が多いんですが、それってしんどい

んですよね。
ヨシタケ　僕も基本、不安からくるも
のばかりですね（笑）。
苫野　もう一方で、今日みたいに、“わ
くわく”からくる問いもあると思うん
です。哲学用語だと、「エロス的予
期」っていうんですけど。この不安
と“わくわく”の二つが人の問いの二
大ドライバーになっていると思って
います。
ヨシタケ　確かに言われてみれば、問
いは不安からくるものだけじゃない
なというのを、今思って、びっくりし
ています。
苫野　これだけ子どもの世界を描い
ているヨシタケさんでも、不安みた
いなものがベースにあるんですか。
ヨシタケ　僕の場合は、全て不安発
ですね。「毎日、スケッチとか描いて
いて、楽しいでしょう」みたいなこと
を言われることもあるんですけど、楽
しい人ってこんなのわざわざ描いた
りしないんですよ。
苫野　なるほど（笑）。それを聞いて
安心しました。私も書いたり読んだ
りしていないと、いつも不安につぶ
されそうなんですよね。でも最近、
先ほどのエロス的予期ということを
意識するようになっていて、今日は
どんな “わくわく”があるかなあとか、
そっちに意識的に向かっているとこ
ろはあります。
ヨシタケ　なるほど。
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「「なんだろうなんだろう」」って、 って、 
なんだろうなんだろう
小・中学校「道徳」教科書掲載「なんだろう なんだろう」の筆者ヨシタケシンスケさん。
新版教科書に、本質観取をテーマにした教材をご提案くださった、哲学者の苫野一徳先生。
光村図書の道徳教科書『きみが いちばん ひかるとき』で出会ったお二人に、問うこと、
そして子どもたちの未来について語り合っていただきました。

ヨシタケシンスケ

苫野一徳

特 企別 画 対談



点とすると、75点ぐらいの問いはみ
んな、練習で作れると思うんですよ。
「センスのある問い」って、よく言わ
れますけど、それは、80点、85 点
ぐらいの問いだと思うんです。
苫野　哲学は、８割ぐらいが問いの
立て方で勝負が決まるところがあっ
て、本質的な問いの立て方と、どこ
にも行き着かない問いの立て方とい
うのがやはりあるんですね。お話を
伺って、本質的な問いの立て方って、
確かにある程度は訓練でできるもの
だなというのはすごく思いました。
ヨシタケ　そうですよね。
苫野　哲学の歴史は、人類がさまざ
まな思考に失敗する中で、本質的な
問いの立て方を見つけてきた歴史で
もあります。そういう意味では、「問
い方にはコツがある」「それは練習で、
ある程度身につけられる」と言われ
ると、確かにそうだなと思いました。
「問い方の訓練」というものを意識し
たことはなかったんですけど、言わ
れてみれば、自分もそういうことを
やってきたのかもしれません。

答えなくてもいい 
問いもある
ヨシタケ　そうですね。我々は、自然
に問い方のコツを見つけていったタ
イプですけど、それは練習することで、
何かしら作れはすると思うんです。
まあ、問いは、立てたい人が立てれ
ばいいとは思うんですけどね。そも
そも「問い」ってあればいいわけで
はない。問いの中には間違った問い
がたくさんあるんですよね。
苫野　はい。
ヨシタケ　「問いを立てられなくても
いいけど、あなたが問われた問いが、
問いとして正しいかどうかを判断で
きたほうがいいよね」ということは、

言っておいたほうがいいと思うんで
すよね。
苫野　それでいうと、ヨシタケさんの
「なんだろう なんだろう」は、いちば
ん大切な問いかなと思っています。
「そもそも」を考えないと、やっぱり
とんちんかんなことをいっぱい考え
てしまうので。
ヨシタケ　子どもたちに今後言ってお
くとしたら、「いろんな問いを大人た
ちから投げかけられると思うけれど
も、その中には答える必要のない問
いもいっぱいあるんだよ」ということ。
それを、最初に言ってあげたいし、
僕も言っておいてほしかったなと思
います。
苫野　哲学の場合は、答えを次世代
に受け継いで、もっといい答えを更
新していくんですけど、「そもそも」
に対する問いをもち続けないと、ど
うしてもピントの外れた方向に行っ
てしまいます。それは、答えるに値
しない問いだとも言えますね。
ヨシタケ　考えていて楽しくなる問い
と、切羽詰まってくる問いの二種類
があると、みんな感覚でわかると思
うんです。そういう「自分が脅かさ
れているように感じる問いについて
は、考える必要ないんだよ」という
ことを教えてあげたいし、そういう問
いよりは、「自分で自分をわくわくさ

せる問いって作れるし、作ってもい
いんだよ」って、子どもたちには教
えてあげたいですね。

自分を嫌いなまま 
生きてもいい
苫野　少しテーマを大きくして、未来
の話をしたいと思います。私の中では、
戦争はどうやったら減らしていける
のかというのが、一つ、大きなテー
マとしてあるんです。
ヨシタケ　うんうん。
苫野　哲学の歴史の中で、いちおう、
それに対する一つの筋道は見えてき
たんですね。自分の自由ばかり主張
し続けていたら、いつまでたっても
争いは終わらないから、「お互い対等
で自由な存在だよね」と、まず認め

よく言っているんです。「こんな学校
やこんな教育の未来になったらわく
わくしますよね」「そういう“わくわく”
をかき立ててくれるビジョンを描きま
せんか」っていうのを、自分の本で
は書いています。
ヨシタケ　「なんで勉強しなきゃいけ
ないのか」という問いに対して、「最
終的にそうしないとおまえが生きて
いけないんだよ。生きていけなくな
るんだよ」という答えが、よく言わ
れます。でも、もう一つ言い方があっ
て、「なんで勉強しなきゃいけない
の？」「一人で餌を取れるようになら
なきゃいけないの？」という問いに
対して、「自分で餌を取ると、めっちゃ
楽しいんだよ！」っていう答え方もあ
りますよね。
苫野　そう！　それなんですよね。
ヨシタケ　「あれちょっとやってごら
ん、楽しいから」みたいな選択肢が
すごく少ないように感じています。
脅かしたほうが即効性はありますけ
ど、長い目で見たときに、人って “わ
くわく”でしか動かないですよね。
苫野　そう思います。
ヨシタケ　どちらも大事なんだけれど
も、両方あるということを、繰り返し
言っていく必要があるんじゃないか
と思います。片方だけしかないわけ
じゃなくて、“わくわく”で動くときと、
不安で動くときと、「それを使い分け
るよ。今はどっちかな」って、子ど

苫野　少し教育寄りの話をすると、
「教育」を変えていかなければいけな
いという動きの中でよく言われるの
は、「この国はもうやばい」という、
不安ベースの話なんです。子どもが
食いっぱぐれるとか、世界から取り
残されるとか。
ヨシタケ　脅かすのは簡単だし、誰で
もできるんですよね。
苫野　そう。でも、「それって長い目
で見たらうまくいかないですよね」と、

もに選択肢がたくさんあることを教
えるのが、大人のやるべきことなん
だろうなと思いますね。

問い方の訓練
苫野　ヨシタケさんは、問い方は訓
練でうまくなるものだと思いますか。
私は少なくとも自分で訓練した記憶
はないんですが。
ヨシタケ　僕は自主開発をしたので、
「はい」とは言います。ある程度のマ
ニュアル化はできます、と。基本的に、
僕は理詰めで絵本を作るので、例えば、
「りんごの色を変えてみたらどうだろ
う」とか、「大きさを変えてみたらど
うだろう」とか、いろいろな軸を変
えて見ているんです。
苫野　おもしろいですね。確かに、そ
ういった発想をちょっと知るだけで、
問いが次々生まれてきそうです。
ヨシタケ　どういう考え方をすれば問
いが生まれるか、というのはある程
度マニュアル化できるし、共有も、
みんなで同時にやることもできるは
ずなんです。あとは慣れで、いった
ん癖がつくと、あれこれ考えだすん
ですよね、どんな人でも。
苫野　なるほど。
ヨシタケ　その「最初の問い」をみん
なでほじくり返すというか、練習して
みるというのはすごくいいと思いま
す。仮に「最善の問い」を100点満
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「自己肯定感を上げよう」とか、「もっ
と自分を好きになろう」とか、そうい
うことばかり言われるじゃないですか。
ヨシタケ　それなのに自分を許してあ
げられないからつらいんですよね。
結果が出せないから、さらに焦って
いく。僕もずっとそれで苦しんでいて、
これはそもそも、「自分を認めてあげ
ること」をゴールにすることが間違っ
ているんじゃないかと、ふと思ったと
きがあって。
苫野　なるほど。
ヨシタケ　それを認められないと失敗
なのだとしたら、自分は失敗だなっ
て思ったんですよ。だから、全員を「失
敗じゃない」とするには、どうすれ
ばいいんだろうと思ったときに、「嫌
いな自分に慣れることも自己肯定の
一つだな」というストーリーを作って
いくのが、大事な気がしています。
苫野　先ほどの、生き方の選択肢を
増やすという話ともつながりますね。

ヨシタケ　自分が望んでいないことが
起きたときに、それをどう受け入れ
るか。いい諦め方というか、一つの
事実を受け入れるためのストーリー
をたくさんもっておくに越したことは
ないんですよね。
苫野　そのとおりだと思います。
ヨシタケ　だから、未来を生きていく
うえで、そんなストーリーをたくさん
用意していきたい。その中で、「自分
を嫌いなまま生きている人って、けっ
こういるんだよ、俺もそうだよ」と
言いたい。「自分のことは嫌いだけど、
もう変えられないもんな」っていうの
も、一つのストーリーになるし、「自
分を認めてあげられたら、そっちの
ほうが楽しいけど、それ、毎日でき
る人もいないんだよ」っていうストー
リーも用意したいと思います。
苫野　「自分を嫌いなまま生きてもい
い」って、なんだか、すごい言葉を
いただきましたね。

合うというルールを共有しようという
こと。それを哲学では、「自由の相互
承認の原理」といいます。
ヨシタケ　お互いを認め合うというの
は、まず一つのゴールですよね。教
科書的にも、教育の枠の中でも、「自
分を認めてもらうために、少し我慢
して他人を認める」ということを、目
ざさざるを得ないと思います。それは、
未来に願うことの一つですね。
苫野　そうですね。
ヨシタケ　そのための順番として、他
人を認める前に、「自分を認める」と
いうステージがあると思うんですが、
別に自分を嫌いなまま生きていても
いいんだ、だましだましやってもい
いんだなというところから、世界が
始まる人もいると思うので、落とし
どころをたくさんつくっていくのが、
未来をつくっていくということなのか
なとも思います。
苫野　その考え方はとても新鮮です。
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「本当はしたくないけど「本当はしたくないけど
尊重する」ことって、尊重する」ことって、

あるの？あるの？

なぜなぜ
尊重するの？尊重するの？

どんなとき、どんなとき、
尊重するの？尊重するの？

尊重すると、尊重すると、
どんな変化がどんな変化が
生まれるの？生まれるの？

「「尊重尊重」の」の
イメージはイメージは、、
どんな形どんな形？？

「尊重」と「尊重」と
「「尊敬尊敬」って、」って、

同じ？同じ？

「尊重」が「尊重」が
なくなると、なくなると、
どうなるどうなる？？

尊重されると尊重されると、、
どんな気持ちにどんな気持ちに

なる？なる？

「「尊重」って、尊重」って、
誰誰
だれだれ

のためのもののためのもの？？
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。
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苫野先生からのご提案をもとに教材化したページ
（2年「尊重の本質を探ろう」p.128-129）

ヨシタケさんに描きおろしていただいた
「なんだろう なんだろう」のページ（1年 p.82-83）

お二人の対談を
動画で楽しみたい方は、
こちらから。

※資料は、こちらから
　ご覧いただけます。

徳科の目ざすところは、よりよく生きる力を育
てることにあり、そのため学習指導要領では 22

の内容項目が掲げられています。これらの項目は、相
互に関わりなく独立しているわけではなく、大きく捉
えれば「思いやり」という共通要素があるように考え
られます。思いやりは、自分自身に向けて、他者に向
けて、集団との間で、そして、生命や自然との間でも
共通して、その関わりを支える土台となる心の働きだ
と思うからです。
　今回は、思いやりの心の発達について考えてみま
しょう。

相手の立場を思いやる力──役割取得能力

　ここでいう「思いやり」とは、相手の気持ちを推測し、
コミュニケーションを取って理解しようとすることで
す。この能力は「役割取得能力」とよばれ、自己の立
場のみならず他者の立場に立ち、相手の感情や考えを
理解できることを指します。つまり、重要なのは、「自
分と他者は同じ人間なのだから、言わなくてもわかる」
と発想するのではなく、「同じ人間であっても、違う
個性である」と理解することだといえます。役割取得
能力は、下表のレベル０～４のように、発達段階に応
じて成長していきます。

思いやりを育てる教育

　役割取得能力を育てる実践を一つ紹介します。表の
レベル 2の役割取得能力を身につけることを目ざし、
二人称の葛藤場面を提示する実践です。二人の登場人
物の視点から葛藤場面について考えることで、人に
よって考え方が違うことに気づかせ、役割取得能力を
高めることができます。ここで扱った資料については、
ウェブサイトをご参照ください（※）。
　本実践では、教材を途中まで読み進め、二人の中心
的な登場人物の思いが擦れ違って衝突が起こる葛藤場
面で中断を入れて、互いにどんな行動を取って解決す
るか、ペア・ロールプレイを行います。
　例えば、登場人物のＡとBが衝突する場合、ペア・
ロールプレイでは、Ａの立場でロールプレイを行った
後、役割を交代してＢの立場でもロールプレイを行い
ます。このとき、子どもたちは、Ａの立場に立ったと
きにはAに寄った考えを、Ｂの立場に立ったときには
Ｂに寄った考えをもちやすくなります。そのため、Ａ
とＢ両方の立場に立つことで、Ａの立場に立ったとき
とＢの立場に立ったときの、自分の考えの矛盾に気づ
き、他者の視点を意識できるようになります。この気
づきが、「同じ人間であっても、違う個性である」と
理解することにつながります。
　授業のまとめでは、子どもの発達に応じた「書いて
表現する」ワークを行います。「私から登場人物のＡへ」
（「私」が「私」の立場で「あなた（Ａ）」の気持ちを
考える練習）という手紙を書かせます。相手の気持ち
を考えること、そして互いの気持ちを表現することを
学ぶことができます。

道徳授業を成功させよう

渡辺弥生
（法政大学教授）
Yayoi Watanabe

第 7 回 思いやりの心はどのように発達するか

道

発達心理学、教育学博士。法政大学文学部教授。著書に『感情の正体
――発達心理学で気持ちをマネジメントする』（筑摩書房）、『子ども
の「10歳の壁」とは何か？　乗りこえるための発達心理学』（光文社）
など。監修に『まんがでわかる発達心理学』（講談社）など。光村図
書小・中学校「道徳」教科書編集委員。

渡辺弥生●わたなべ やよい

表　役割取得能力の発達段階

レベル0 自分と他者の視点を区別することが難しい。

レベル1
自分の視点と他者の視点を区別して理解するが、相
手の気持ちの推測については、「笑っているから楽
しいのだろう」という表面的なレベルにとどまる。

レベル2

他者の視点から自分の思考や行動について内省で
きる。また、他者もそうすることができることを理
解する。外から見える自分と、自分だけが知る現実
の自分という二つが存在することを理解するように
なる。

レベル3
自分と他者の視点以外、「私」と「あなた」を外か
ら見ている第三者の視点をもつことができるように
なる。

レベル4
自分がさまざまな社会的カテゴリーに所属している
ことを意識できる。また、経験していない立場をイ
メージして推論できるようになる。


